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　我が国の経済は若干の持ち直しの動きがみら

れるものの、引き続き厳しい景気動向の中で、

依然として最悪の状況が続いている。

　特に、懸念される非正規労働者等の失業期間

の長期化に対応するため、政府は平成 21 年度補

正予算に緊急人材育成・就職支援基金による支

援事業を計上。35万人分の職業訓練機会の確保、

30 万人分の訓練期間中の生活保障など、雇用保

険を受給できない非正規労働者・長期失業者の

方などに対するセーフティネット機能を持つ仕

組みをつくり、ハローワークを中心にして総合

的に推進している。

　ついては、雇用情勢のこれ以上の悪化を防ぐ

ため、政府におかれては、下記の点について、

さらなる取り組みを強く要請する。

記

１．訓練・生活支援給付金の受給資格認定や支

給事務に当たっては、対象の失業者が雇用

保険の受給を受けていないという実態を踏

まえ、柔軟かつ迅速な対応を行うこと。また、

職業訓練の委託先団体の実態も地域によっ

て格差があり、各地域において、特に新規

成長・雇用吸収分野の訓練コースの確保に

努めること

２．雇用調整助成金の運用に当たっては、中小・

零細事業者の経営実態を踏まえ、社会保険

労務士などの協力を得て、ハローワークの

積極的な対応を行うこと

３．業務を円滑実施できるようハローワークの

窓口体制の全国的な整備に努めること

大胆できめ細かな雇用対策を
求 め る 意 見 書 ( 要 旨 )
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８
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催
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６
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％
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い
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収
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３
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○市長提出

議　案第 12 号 市川市議会の議員その他の非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

13 号 市川市アイ・リンクタウン展望施設の設置及び管理に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

14 号 市川市使用料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

15 号 市川市障害者福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可　決

16 号 市川市国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

17 号 市川市市民等の健康と安全で清潔な生活環境の保持に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　決

18 号 市川都市計画東京ベイ医療センター地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

19 号 平成 21 年度市川市一般会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

20 号 平成 21 年度市川市国民健康保険特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

21 号 平成 21 年度市川市老人保健特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

22 号 平成 21 年度市川市介護保険特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可　決

23 号 平成 21 年度市川市市川駅南口地区市街地再開発事業特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

24 号 平成 21 年度市川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

25 号 都市計画道路 3・4・18 号（仮称）B1・B2 橋（上部工）工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

26 号 市道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

27 号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ 可　決

28 号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

諮　問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（青野博氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 可答申

議員の派遣について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○議員提出

発　議第 13 号 三番瀬の再生と行徳臨海部の課題解決に関する意見書の提出について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可　決

14 号 大胆できめ細かな雇用対策を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

15 号 地方分権改革推進計画策定と新分権一括法制定を求める意見書の提出について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可　決

16 号 安心社会実現のため 22 年度予算の確保を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

17 号 地方自治の継続性を守るための予算執行を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ × ○ ○ 可　決

18 号 国民健康保険に対する国庫負担の見直し・増額を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ △ △ × ○ ○ ○ 可　決

※ガバナンス＝ニューガバナンス　　※みらい＝みらい・つばさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(○賛成、×反対、△一部賛成・反対、空白退場 )
※社民・市民＝社民・市民ネット　　※市民連合＝市民連合・あい
※議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。

● 議員の寄附や年賀状は公職選挙法で禁止されています●


